
はじめに
　「わいわい文庫を活用させていただ

いて、もう本校では、わいわい文庫を

知らない子どもたちや先生方はいない

と言えるようになってきています。」と

胸をはって言えるかというと、そうで

もないのが現状です。毎年新しく入っ

てくる新１年生、そして、新任の先生

方や新しく転勤されてきた先生方から

は、初めて「聞いた」「見た」という

声がほとんどです。幼稚園にも紹介さ

せていただき、その時には、「ぜひ取

り入れたい」というお声も聞いていま

した。また、市内の先生方の研修会で

も、わいわい文庫を紹介する機会が

あったり、もちろんマルチメディア

DAISY図書のお話しの会もあったりし

ていましたので、知らない先生方はい

ないだろうと思っていました。

　今年度は、特に新型コロナの影響で、

学校現場は非常にたいへんな状況に

なっています。

　さらに、わいわい文庫が良いという

ことはよくわかっていても、実際にそ

れを映し出す大型TVにパソコンがなけ

ればどんなにすてきなCDをいただい

ても、見ることができません。残念な

がら全学級・教室に映せる環境が整っ

ていなかったのです。しかし、今回、

国のGIGAスクール構想によって、私

たちの職場にも大型TVやノートパソコ

ンが入り、タブレット端末が子どもた

ちに１台ずつ貸与されることになった

ということで、３学期からが楽しみで

す。「やっと」という感じです。どん

なに良い教材でもそれを使うための環

境が整っていないと使えません。

　しかし、今回の国の政策のおかげで、

このわいわい文庫やマルチメディア

DAISY教科書が、より簡単に教室で使

えるようになってくることは、たいへ

んありがたいことだと思います。これ

を機会にどんどんひろがっていくこと

を期待しています。

　初めてわいわい文庫を知った子ども

たちや先生方の驚きや喜びの表情を見

るたびに、わいわい文庫ってすごいな

と、感動させていただいています。

■読みに困難のある子どもたちへの実践事例

読みが苦手な児童（支援学級・通級指導教室）の
意欲的な学びにつなげる
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意欲的な学びにつなげる
　通級指導教室でも支援学級でもそう

ですが、子どもたちの実態に合わせて、

課題を設定しています。今年も、読み

が苦手な子どもたちが、「楽しく読め

るように、聴くことができるように」

なったらいいなという思いで、わいわ

い文庫を取り入れています。

活用の様子
　本校の支援学級では、週に１時間

（45分）を、「～タイム」と呼び、１年生

～６年生までそろって、自立活動の時間

を行っています。そこでは、「わいわい

文庫」をみんなで読む時間があります。

今回の担当の先生は、初めて「わいわ

い文庫」の存在を知りビックリされてい

ました。ご自分が小さい時に読んだ本

で、今はご自身のお子さんに読み聞か

せをしている名作の中から『どろんこハ

リー』を選んでくれました。

　三密を避けるために、今までなら、

近くで見たい子どもは、画面のそばに

寄っていってみていましたが、今年は、

一人ひとりの椅子もできるだけ離して、

座りました。
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効果と今後の期待
　お話しが終わった後には、本の内容

について、質問があったり、自分の感

想を言ったりして、本を通していろい

ろな交流をすることができました。子

どもたちは１年生から６年生までいま

す。また、年代もさまざまな先生方が、

わいわい文庫の１冊の本を通していろ

いろな思いをいだくことができること

は、本当にすばらしいなと思います。

ふだん、教科書だけでは、なかなか集

中しにくい子どもたちも、この時間は、

静かに聴くことができました。また、

おもしろいところでは、自分の気持ち

に素直に声に出して、感想を言ったり、

つばを飛ばさないように気をつけなが

らも笑ったり、楽しい時間を過ごすこ

とができました。

　環境整備が整ってきた今後は、わい

わい文庫を、学校のタブレット端末に

入れて、どこの学年・学級・教室でも、

すぐに見ることができて、聴くことが

できるように、先生方と協力して、こ

つこつあきらめずに一歩ずつやってい

きたいと思います。

　すべての子どもたちの笑顔のため

に！
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